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１
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で
に
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て
く
だ
さ
い
。
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誌
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合
に
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れ
な
い
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が
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る
方
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て
く
だ
さ
い
。
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782

－

８
５
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）　
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１７ Kami

３月６日 日 第２１７２１７回市 回市 1２月14日 第３73回市（物部） 

３月６日 日 第２１７２１７回市 回市 1２月22日 第135回市（香美） 
木　材　市　況

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す

お名前 性別 亡月日 享年 地　区 赤ちゃん 性別 出生月日 地　区父 母

男

男

女

女

女

男

女

女

女

男

女

男

女

女

女

男

女

女

女

１２．１

１２．２

１２．３

１２．６

１２．９

１２．１２

１２．１５

１２．１７

１２．１７

１２．２０

１２．２０

１２．２３

１２．２４

１２．２４

１２．２８

１２．３０

１２．３１

１２．３１

１２．３１

７２

７１

９１

１０２

９０

８６

８５

８９

８９

８４

８９

８５

７９

９０

９６

６５

９０

９２

９７

山

山

山

山

香

香

物

香

香

山

山

物

香

山

香

山

山

物

山

北組西

佐野

伏原

西本町５

永野

小川

五王堂

萩野

本町

前山

原東

西町

永野

北組西

梅久保

中野

神母ノ木

下の地

中野

※地区名の○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。

※ご家族の同意をいただいた方のみ掲載しています。

香山 物

１２．８

１２．１８

１２．２２

１２．２５

みなみ

久恵

明日香

美和

俊直

啓一

翔

佑輔

男

女

男

女

太郎丸

秦山町１

旭町４

栄町

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

香

山

山

山

    いおり

     も え

         るい

ゆ い か

令和３年１月１日現在

前月比 

市の人口市の人口市の人口市の人口市の人口

総人口 ２５，９１１人 男 １２，２５０人 女 １３，６６１人

前月比 

山田 香北 物部１９，９５２人

世帯数 １３，０７０世帯 出生

死亡

４，３２５人

－８人

－２人 －２人 －４人

－４人 －４人

１２月
届 出

９人

４０人

１，６３４人

転入

転出

３４世帯

２１世帯前月比 －７世帯

１２ｃｍ下

１３ｃｍ～１４ｃｍ

１５ｃｍ～１６ｃｍ

１８ｃｍ～２２ｃｍ

２４ｃｍ～２８ｃｍ

１２ｃｍ下

１３ｃｍ～１４ｃｍ

１５ｃｍ～１６ｃｍ

１８ｃｍ～２２ｃｍ

２４ｃｍ～２８ｃｍ

２０ｃｍ上

１８ｃｍ～２２ｃｍ

なお、上記の単価は１㎥あたりの平均単価です。

【問い合わせ先】

　物部森林組合ストックヤード
（物部町中谷川３１４）☎５７－３５４０
　香美森林組合国見支所／繁藤ストックヤード
（土佐山田町繁藤１４０－７）☎５７－９１１４  

材長

４m

３m

２m

６m

樹　種

径　級

スギ（円／㎥）

曲 曲

ヒノキ（円／㎥）

市況

営業
時間

杉は前回と同様に売りやすい状況が続いている

が価格は横這い。桧は15～28cmまで強気配。

桧の6m、18～22cm品薄が続いている。

ヒノキ3・4m共にバランスよく直造材。スギ径

級15㎝～28㎝までは3m、低質材を含むそれ以

外は4m造材。余尺10㎝程度入れてください。

直・小曲直・小曲

月曜日 ～ 金曜日 ８時 ～ １ ７ 時   （祝祭日休み）

９,０００

９,０００

１１,０００

１３,５００

１４,５００

８,０００

８,０００

１２,５００

１２,０００

１２,５００

８,５００

１８,０００

９,０００

１２,０００

２０,０００

１７,０００

１８,０００

８,０００

１０,０００

１８,０００

１７,０００

１６,０００

６,０００

２４,０００

９,０００

９,０００

８,０００

１２,０００

１３,０００

８,０００

８,０００

９,０００

１１,０００

１１,５００

８,５００

１６,０００

９,０００

９,０００

１５,０００

１５,５００

１７,０００

８,０００

８,０００

１２,５００

１４,５００

１５,０００

６,０００

２３,０００

物 

部

香 

美


